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「生産振興対策」情報

　○ 次世代施設園芸フォーラム in 富山に参加しました！

「その他」情報

[ ☆ みかんコース ]  日時：令和元年１１月３０日（土）　行程：石井町９時出発 → １７時頃解散
　　　①徳島かんきつアカデミーオープンキャンパス（勝浦町）
　　　②産地見学会　　みかん農家（勝浦町）／JA東とくしま直売所「よってネ市」（勝浦町）

　○ 「徳島かんきつアカデミー」オープンキャンパス
　　　 ＆かんきつ産地見学会の参加者を募集中！！

問合せ先は、徳島県立農林水産総合技術支援センター 経営推進課 担い手支援担当まで、
電話　０８８－６２１－２４２７／ﾌｧｸｼﾐﾘ　０８８－６２１－２８５８にお願いします。

詳しくは、こちら［https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/nogyo/5032117］

　本県は園芸において、富山県より有利な条件に恵まれていますが、品質の向上や収量の増加に
向けた工夫を他産地を参考に取り入れることでより足腰の強い産地にすることができるのではない
かと可能性を感じることができる視察でした。

「阿波ふうど情報」（vol.73）

　今年で5年目となる同フォーラムでは、農林水産省による情勢報告をはじめ、次世代施設園芸富
山拠点を運営している(株)富山環境整備の基調講演、北海道拠点や埼玉拠点等による拠点報告、
ディスカッションが行われました。
　また、2日目には、富山拠点の視察を行い、環境配慮型農業の先進事例を学びました。

＜富山拠点の特徴＞
　①　地域の廃棄物から産まれるエネルギーを有効活用し、農作物を生産
　　　廃棄物焼却発電⇒電力の供給
　　　発生した廃熱を近隣圃場へ運搬（ヒートコンテナの活用）⇒熱供給
　②　アイメック栽培（トマト）により果実にストレスをかけ、高糖度・高栄養価を実現
　③　ＬＥＤ補光（インターライティング）による収量向上

[ ☆ すだちコース ]　日時：令和元年１１月２９日（金）　行程：石井町９時出発 →１７時頃解散
    　①徳島かんきつアカデミーオープンキャンパス（勝浦町）
    　②産地見学会　　JA徳島市果樹選果場（佐那河内村）／すだち農家（佐那河内村）

「とくしまブランド推進機構」

愛称：地域商社 阿波ふうど
「とくしまブランド推進機構」は、

「農家所得の向上」と「農業生産の拡大」

を目的に、マーケットイン型の生産・流

通・販売を総合的に推進するため、

徳島県・県農業開発公社・JA徳島中央会・

JA全農とくしまの4者が創設した組織です。

☆阿波ふうど

「AWA FOOD」とは？

「阿波（徳島）の風土に

育まれた幸をもたらす」

ということを表現

アイメック栽培 ＬＥＤ補光

・通年で収量

40％ＵＰ

・糖度も若干向上

＊同社試験

・土を使わ

ない

・特殊フィ

ルムと養液

で栽培

（文責：香川ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

（情報：徳島県農林水産総合

技術支援センター）


